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( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 Ｌ Ｄ Ｋ と 、
　 上 記 Ｌ Ｄ Ｋ に 隣 接 す る ワ ー ク ス ペ ー ス と 、
　 上 記 Ｌ Ｄ Ｋ と 上 記 ワ ー ク ス ペ ー ス と を 出 入 口 を 形 成 し て 区 画 す る 造 作 棚 と 、
　 上 記 造 作 棚 に 沿 っ て ス ラ イ ド し て 上 記 出 入 口 を 開 閉 す る 引 き 戸 と 、 を 備 え て お り 、
　 上 記 造 作 棚 は 、
　 支 持 材 と 、
　 上 記 Ｌ Ｄ Ｋ お よ び 上 記 ワ ー ク ス ペ ー ス の 両 方 に 開 口 し て 上 下 に 間 隔 を 空 け て 上 記 支 持 材  
に 支 持 さ れ た 複 数 の 棚 板 と 、
　 上 記 棚 板 の 間 に 位 置 し て 上 記 Ｌ Ｄ Ｋ 側 の 開 口 の 一 部 を 塞 ぐ 複 数 の 背 板 と 、 を 有 し て お り 、
　 上 記 複 数 の 背 板 は 、 上 記 引 き 戸 が ス ラ イ ド す る ス ラ イ ド 方 向 に お い て 少 な く と も 一 部 が  
相 互 に 異 な る 配 置 で あ り 、
  上 記 引 き 戸 は 、 上 記 出 入 口 を 閉 塞 す る 第 １ 位 置 と 、 上 記 出 入 口 を 開 放 し 、 上 記 開 口 の う  
ち 、 上 記 背 板 に よ っ て 塞 が れ て い な い 部 分 に 一 部 が 重 な る 第 ２ 位 置 と に ス ラ イ ド 可 能 で あ  
り 、
  上 記 引 き 戸 は 、
  上 記 ス ラ イ ド 方 向 に 沿 っ て 延 び る 鏡 面 と 、
  上 記 鏡 面 の 上 記 ス ラ イ ド 方 向 の 一 端 側 に 位 置 す る 取 っ 手 と 、 を 有 し て お り 、
  上 記 鏡 面 は 、 上 記 引 き 戸 が 上 記 第 ２ 位 置 に あ る 場 合 に お い て 、 上 下 に 並 ぶ ２ つ の 上 記 棚  

請求項の数　5　（全15頁）
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板 間 で あ っ て 、 上 記 背 板 が 配 置 さ れ て い な い 当 該 棚 板 間 と な る 高 さ 位 置 に あ る 住 宅 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 出 入 口 の 上 記 ス ラ イ ド 方 向 に 沿 っ た 幅 は 、 上 記 造 作 棚 の 上 記 ス ラ イ ド 方 向 に 沿 っ た  
幅 よ り も 狭 く 、
　 上 記 引 き 戸 の 上 記 ス ラ イ ド 方 向 に 沿 っ た 幅 は 、 上 記 造 作 棚 の 上 記 ス ラ イ ド 方 向 に 沿 っ た  
幅 よ り も 狭 く 、
　 上 記 引 き 戸 は 、 上 記 第 １ 位 置 と 、 上 記 第 ２ 位 置 と 、 上 記 出 入 口 を 開 放 し 、 上 記 第 １ 位 置  
と 上 記 第 ２ 位 置 と の 間 の 第 ３ 位 置 と 、 に ス ラ イ ド 可 能 で あ る 請 求 項 １ に 記 載 の 住 宅 。
【 請 求 項 ３ 】
　 上 記 造 作 棚 と 対 向 し て 上 記 ワ ー ク ス ペ ー ス を 区 画 す る 壁 に 、 本 棚 お よ び 机 天 板 が 設 け ら  
れ て い る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 住 宅 。
【 請 求 項 ４ 】
　 上 記 ワ ー ク ス ペ ー ス は 、 上 記 ス ラ イ ド 方 向 の 寸 法 が 上 記 ス ラ イ ド 方 向 と 直 交 す る 方 向 の  
寸 法 よ り も 大 き い 請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ か に 記 載 の 住 宅 。
【 請 求 項 ５ 】
　 上 記 ワ ー ク ス ペ ー ス は 、 上 記 Ｌ Ｄ Ｋ よ り 屋 外 側 に 位 置 し て お り 、
　 上 記 Ｌ Ｄ Ｋ の 屋 外 側 の 軒 下 に 位 置 す る テ ラ ス を 更 に 備 え て お り 、
　 上 記 ワ ー ク ス ペ ー ス は 、 上 記 テ ラ ス 側 に 窓 を 有 す る 請 求 項 １ か ら ４ の い ず れ か に 記 載 の  
住 宅 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 リ ビ ン グ ・ ダ イ ニ ン グ ・ キ ッ チ ン （ 以 下 、 「 Ｌ Ｄ Ｋ 」 と も 称 す る 。 ） に 隣 接  
す る ワ ー ク ス ペ ー ス を 備 え た 住 宅 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 特 許 文 献 １ は 、 リ ビ ン グ に 隣 接 す る セ レ ク ト ル ー ム を 備 え た 住 宅 を 開 示 す る 。 セ レ ク ト  
ル ー ム は 、 例 え ば 書 斎 と し て 機 能 す る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 文 献 】 特 開 ２ ０ １ ４ － １ ０ １ ７ ４ ２ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 特 許 文 献 １ 記 載 の 構 成 で は 、 セ レ ク ト ル ー ム は 、 リ ビ ン グ と の 出 入 口 以 外 は 外 壁 ま た は  
間 仕 切 壁 で 囲 ま れ て い る 。 こ の よ う な 構 成 の セ レ ク ト ル ー ム は 、 籠 も っ て 作 業 す る 空 間 と  
し て は よ い が 、 リ ビ ン グ に い る 家 族 の 気 配 が 感 じ 難 い 。 ま た 、 小 さ な ス ペ ー ス に お い て リ  
ビ ン グ と 同 じ 天 井 の 高 さ と な る の で 、 縦 長 な 区 間 に な り や す い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 前 述 さ れ た 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 、 ワ ー ク ス ペ ー ス  
と Ｌ Ｄ Ｋ の 一 体 感 を 高 め る こ と が で き 、 か つ 美 観 に 優 れ た ワ ー ク ス ペ ー ス を 提 供 す る こ と  
で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ( 1 )   本 発 明 に 係 る 住 宅 は 、 Ｌ Ｄ Ｋ と 、 上 記 Ｌ Ｄ Ｋ に 隣 接 す る ワ ー ク ス ペ ー ス と 、 上 記 Ｌ  
Ｄ Ｋ と 上 記 ワ ー ク ス ペ ー ス と を 出 入 口 を 形 成 し て 区 画 す る 造 作 棚 と 、 上 記 造 作 棚 に 沿 っ て  
ス ラ イ ド し て 上 記 出 入 口 を 開 閉 す る 引 き 戸 と 、 を 備 え る 。 上 記 造 作 棚 は 、 支 持 材 と 、 上 記  
Ｌ Ｄ Ｋ お よ び 上 記 ワ ー ク ス ペ ー ス の 両 方 に 開 口 し て 上 下 に 間 隔 を 空 け て 上 記 支 持 材 に 支 持  
さ れ た 複 数 の 棚 板 と 、 上 記 棚 板 の 間 に 位 置 し て 上 記 Ｌ Ｄ Ｋ 側 の 開 口 の 一 部 を 塞 ぐ 複 数 の 背  
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板 と 、 を 有 す る 。 上 記 複 数 の 背 板 は 、 上 記 引 き 戸 が ス ラ イ ド す る ス ラ イ ド 方 向 に お い て 少  
な く と も 一 部 が 相 互 に 異 な る 配 置 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 造 作 棚 の 棚 板 の う ち 背 板 が 配 置 さ れ た 部 分 に は 、 ワ ー ク ス ペ ー ス 側 か ら 本 な ど が 置 か れ  
る 。 棚 板 に 置 か れ た 本 な ど は 、 背 板 に よ っ て 、 Ｌ Ｄ Ｋ 側 か ら は 見 え な い 。 す な わ ち 、 造 作  
棚 は 、 ワ ー ク ス ペ ー ス に お い て 本 棚 と し て 使 用 で き 、 か つ Ｌ Ｄ Ｋ 側 に お い て 美 観 を 損 な わ  
な い 。 ま た 、 棚 板 間 の 開 口 の う ち 、 背 板 が 配 置 さ れ て い な い 部 分 は 、 ワ ー ク ス ペ ー ス と Ｌ  
Ｄ Ｋ と の 間 で 視 線 を 通 し 、 ワ ー ク ス ペ ー ス と Ｌ Ｄ Ｋ と の 一 体 感 を 高 め る 。 ま た 、 造 作 棚 の  
棚 板 の う ち 背 板 が 配 置 さ れ て い な い 部 分 は 、 小 物 な ど を 置 く 飾 り 棚 と し て 使 用 す る こ と が  
で き 、 美 観 を 高 め る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 ワ ー ク ス ペ ー ス と Ｌ Ｄ Ｋ の 一 体 感 お よ び ワ  
ー ク ス ペ ー ス の 機 能 性 を 高 め る こ と が で き 、 か つ Ｌ Ｄ Ｋ 側 の 美 観 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ( 2 )   上 記 出 入 口 の 上 記 ス ラ イ ド 方 向 に 沿 っ た 幅 は 、 上 記 造 作 棚 の 上 記 ス ラ イ ド 方 向 に 沿  
っ た 幅 よ り も 狭 く 、 上 記 引 き 戸 の 上 記 ス ラ イ ド 方 向 に 沿 っ た 幅 は 、 上 記 造 作 棚 の 上 記 ス ラ  
イ ド 方 向 に 沿 っ た 幅 よ り も 狭 く て も よ い 。 上 記 引 き 戸 は 、 上 記 出 入 口 を 閉 塞 す る 第 １ 位 置  
と 、 上 記 出 入 口 を 開 放 す る 第 ２ 位 置 と 、 上 記 出 入 口 を 開 放 し 、 上 記 第 １ 位 置 と 上 記 第 ２ 位  
置 と の 間 の 第 ３ 位 置 と 、 に ス ラ イ ド 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 第 ２ 位 置 や 第 ３ 位 置 に あ る 引 き 戸 は 、 ス ラ イ ド 方 向 に 直 交 す る 方 向 に お い て 造 作 棚 と 重  
な り 、 造 作 棚 の 棚 板 間 の 開 口 の 一 部 を 覆 う 。 住 人 は 、 視 線 を 遮 り た い 位 置 に 応 じ て 引 き 戸  
の ス ラ イ ド の 位 置 を 変 え る 。 例 え ば 、 ワ ー ク ス ペ ー ス で 作 業 を 行 う 住 人 は 、 作 業 を 行 う 場  
所 と Ｌ Ｄ Ｋ と の 間 の 視 線 を 遮 り た い 場 合 は 、 視 線 を 遮 る 位 置 に 引 き 戸 を ス ラ イ ド さ せ 、 視  
線 を 遮 り た く な い 場 合 、 す な わ ち 作 業 中 に も Ｌ Ｄ Ｋ を 視 認 し た い 場 合 は 、 視 線 を 遮 ら な い  
位 置 に 引 き 戸 を ス ラ イ ド さ せ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ( 3 )   上 記 引 き 戸 は 、 上 記 ス ラ イ ド 方 向 に 沿 っ て 延 び る 鏡 面 と 、 上 記 鏡 面 の 上 記 ス ラ イ ド  
方 向 の 一 端 側 に 位 置 す る 取 っ 手 と 、 を 有 し て い て も よ い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 引 き 戸 に 鏡 面 が 設 け ら れ る こ と に よ り 、 引 き 戸 が 第 ２ 位 置 や 第 ３ 位 置 に あ っ た と し て も  
、 Ｌ Ｄ Ｋ 側 の 美 観 が 損 な わ れ る こ と が 抑 制 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ( 4 )   上 記 造 作 棚 と 対 向 し て 上 記 ワ ー ク ス ペ ー ス を 区 画 す る 壁 に 、 本 棚 お よ び 机 天 板 が 設  
け ら れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 Ｌ Ｄ Ｋ 側 か ら 造 作 棚 の 棚 板 間 の 開 口 を 通 じ て ワ ー ク ス ペ ー ス を 見 た 場 合 、 造 作 棚 の 棚 と  
本 棚 お よ び 机 天 板 と が 重 な る 。 互 い に 重 な る 造 作 棚 の 棚 板 、 本 棚 、 お よ び 机 天 板 は 、 調 和  
す る 。 そ の 結 果 、 Ｌ Ｄ Ｋ 側 か ら 見 た 場 合 の 美 観 が 高 め ら れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ( 5 )   上 記 ワ ー ク ス ペ ー ス は 、 上 記 ス ラ イ ド 方 向 の 寸 法 が 上 記 ス ラ イ ド 方 向 と 直 交 す る 方  
向 の 寸 法 よ り も 大 き く て も よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ス ラ イ ド 方 向 に お け る ワ ー ク ス ペ ー ス の 寸 法 （ 横 幅 ） は 、 ス ラ イ ド 方 向 と 直 交 す る 方 向  
の 寸 法 （ 奥 行 ） よ り も 大 き い 。 す な わ ち 、 ワ ー ク ス ペ ー ス は 、 Ｌ Ｄ Ｋ 側 か ら 見 て 横 に 広 く  
繋 が っ た ス ペ ー ス で あ り 、 か つ 奥 行 が 小 さ い ス ペ ー ス で あ る 。 そ の た め 、 ワ ー ク ス ペ ー ス  
と Ｌ Ｄ Ｋ と の 一 体 感 が さ ら に 高 ま る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ( 6 )   上 記 ワ ー ク ス ペ ー ス は 、 上 記 Ｌ Ｄ Ｋ よ り 屋 外 側 に 位 置 し て い て も よ い 。 上 記 Ｌ Ｄ Ｋ  
の 屋 外 側 の 軒 下 に 位 置 す る テ ラ ス を 更 に 備 え る 。 上 記 ワ ー ク ス ペ ー ス は 、 上 記 テ ラ ス 側 に  
窓 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
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　 テ ラ ス お よ び 窓 を 通 じ て 自 然 光 が ワ ー ク ス ペ ー ス に 射 し 込 む 。 ま た 、 ワ ー ク ス ペ ー ス か  
ら 、 窓 を 通 じ て テ ラ ス を 視 認 す る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 明 る く か つ 開 放 的 な ワ ー ク ス  
ペ ー ス が 実 現 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 に 係 る 住 宅 は 、 ワ ー ク ス ペ ー ス と Ｌ Ｄ Ｋ の 一 体 感 を 高 め る こ と が で き 、 か つ 美 観  
に 優 れ た ワ ー ク ス ペ ー ス を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 住 宅 １ ０ の １ 階 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 引 き 戸 ７ ０ が 開 か れ て 第 ２ 位 置 に あ る 状 態 に お い て Ｌ Ｄ Ｋ ３ ３ 側 か ら ワ  
ー ク ス ペ ー ス ５ ０ を 見 た 場 合 の 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 引 き 戸 ７ ０ が 閉 じ ら れ て 第 １ 位 置 に あ る 状 態 に お い て Ｌ Ｄ Ｋ ３ ３ 側 か ら  
ワ ー ク ス ペ ー ス ５ ０ を 見 た 場 合 の 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 引 き 戸 ７ ０ が 開 か れ て 第 ２ 位 置 に あ る 状 態 に お い て ワ ー ク ス ペ ー ス ５ ０  
側 か ら Ｌ Ｄ Ｋ ３ ３ を 見 た 場 合 の 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 、 ワ ー ク ス ペ ー ス ５ ０ か ら 窓 ４ ８ を 通 じ て テ ラ ス １ ４ を 見 た 場 合 の 図 で あ  
る 。
【 図 ６ 】 図 ６ （ Ａ ） は 、 Ｌ Ｄ Ｋ ３ ３ 側 か ら 見 た 引 き 戸 ７ ０ の 概 略 斜 視 図 で あ り 、 図 ６ （ Ｂ  
） は 、 ワ ー ク ス ペ ー ス ５ ０ 側 か ら 見 た 引 き 戸 ７ ０ の 概 略 斜 視 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 な お 、 以 下 に 説 明 さ れ る 実 施 形 態 は 、 本 発  
明 の 一 例 に す ぎ ず 、 本 発 明 の 要 旨 を 変 更 し な い 範 囲 で 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 適 宜 変 更 で き  
る こ と は 言 う ま で も な い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 人 が 居 住 す る 建 築 物 で あ る 住 宅 １ ０ （ 図 １ 参 照 ） が 説 明 さ れ る 。 住 宅  
１ ０ は 、 鉄 骨 造 の ２ 階 建 て の 建 築 物 で あ る 。 た だ し 、 住 宅 １ ０ は 、 木 造 の 建 築 物 で あ っ て  
も よ い し 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 製 の 建 築 物 で あ っ て も よ い し 、 平 屋 や ３ 階 以 上 で あ っ て も よ  
い 。 な お 、 図 １ で は 、 住 宅 １ ０ の 外 構 が 省 略 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 以 下 で は 、 住 宅 １ ０ の １ 階 の 間 取 り お よ び 構 成 に つ い て 主 に 説 明 が さ れ る 。 本 実 施 形 態  
で は 、 住 宅 １ ０ の ２ 階 の 間 取 り は 特 に 限 定 さ れ な い が 、 例 え ば 寝 室 や 子 供 部 屋 や バ ル コ ニ  
な ど が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 住 宅 １ ０ は 、 平 面 視 に お い て 概 ね 矩 形 状 で あ っ て ４ つ の 外 壁 ２  
１ 、 ２ ２ 、 ２ ３ 、 ２ ４ に 囲 ま れ た 矩 形 状 本 体 部 １ １ と 、 こ の 矩 形 状 本 体 部 １ １ か ら 外 側 へ  
膨 出 し た ２ つ の 膨 出 部 １ ２ 、 １ ３ と 、 テ ラ ス １ ４ お よ び ペ ッ ト テ ラ ス １ ５ と 、 を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 膨 出 部 １ ２ は 、 図 １ に お け る 矩 形 状 本 体 部 １ １ の 下 側 か ら 下 向 き に 膨 出 し て い る 。 膨 出  
部 １ ２ は 、 平 面 視 に お い て 概 ね 矩 形 状 で あ り 、 ３ つ の 外 壁 ２ ５ 、 ２ ６ 、 ２ ７ に 囲 ま れ て い  
る 。 膨 出 部 １ ３ は 、 図 １ に お け る 矩 形 状 本 体 部 １ １ の 右 側 か ら 右 向 き に 膨 出 し て い る 。 膨  
出 部 １ ３ は 、 平 面 視 に お い て 概 ね 矩 形 状 で あ り 、 ３ つ の 外 壁 ２ ８ 、 ２ ９ 、 ３ ０ に 囲 ま れ て  
い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 膨 出 部 １ ３ は 、 図 １ に お け る 矩 形 状 本 体 部 １ １ の 右 側 か ら 右 向 き に 膨 出 し て い る 。 膨 出  
部 １ ３ は 、 平 面 視 に お い て 概 ね 矩 形 状 で あ り 、 ３ つ の 外 壁 ２ ８ 、 ２ ９ 、 ３ ０ に 囲 ま れ て い  
る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 テ ラ ス １ ４ は 、 膨 出 部 １ ２ か ら 、 図 １ に お け る 右 向 き に 向 か っ て 外 壁 ２ ２ に 沿 っ て 延 び  
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て お り 、 次 い で 外 壁 ２ １ に 沿 っ て 上 向 き に 向 か っ て 膨 出 部 １ ３ ま で 延 び て い る 。 ペ ッ ト テ  
ラ ス １ ５ は 、 膨 出 部 １ ３ か ら 図 １ に お け る 上 向 き に 外 壁 ２ １ に 沿 っ て 延 び て い る 。 す な わ  
ち 、 膨 出 部 １ ３ は 、 図 １ に お け る 下 側 に お い て テ ラ ス １ ４ に 面 し て お り 、 上 側 に お い て ペ  
ッ ト テ ラ ス １ ５ に 面 し て い る 。 こ の 膨 出 部 １ ３ に 、 図 ５ に 示 さ れ る ワ ー ク ス ペ ー ス ５ ０ が  
設 け ら れ て い る 。 テ ラ ス １ ４ お よ び ペ ッ ト テ ラ ス １ ５ は 、 軒 １ ６ の 下 に 設 け ら れ て お り 、  
屋 外 に 位 置 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 矩 形 状 本 体 部 １ １ の １ 階 に は 、 玄 関 土 間 ３ １ 、 玄 関 ホ ー ル ３ ２  
、 Ｌ Ｄ Ｋ ３ ３ 、 通 路 ３ ４ 、 浴 室 ３ ５ 、 洗 面 所 ３ ６ な ど が 設 け ら れ て い る 。 玄 関 土 間 ３ １ 、  
玄 関 ホ ー ル ３ ２ 、 Ｌ Ｄ Ｋ ３ ３ 、 通 路 ３ ４ 、 浴 室 ３ ５ 、 お よ び 洗 面 所 ３ ６ は 、 間 仕 切 壁 ４ １  
に よ っ て 仕 切 ら れ て お り 、 当 該 間 仕 切 壁 ４ １ お よ び 外 壁 ２ １ 、 ２ ２ 、 ２ ３ 、 ２ ４ に よ っ て  
区 画 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 玄 関 土 間 ３ １ は 、 図 １ に お け る 矩 形 状 本 体 部 １ １ の 左 下 に 位 置 し て い る 。 玄 関 土 間 ３ １  
は 、 膨 出 部 １ ２ ま で 延 び て い る 。 膨 出 部 １ ２ を 区 画 す る 外 壁 ２ ５ に は 、 掃 き 出 し 窓 ４ ２ が  
設 け ら れ て い る 。 す な わ ち 、 玄 関 ホ ー ル ３ ２ や Ｌ Ｄ Ｋ ３ ３ を 通 ら ず に 玄 関 土 間 ３ １ か ら テ  
ラ ス １ ４ へ の 動 線 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 玄 関 ホ ー ル ３ ２ は 、 玄 関 土 間 ３ １ に 面 し て お り 、 図 １ に お け る 矩 形 状 本 体 部 １ １ の 左 下  
に 位 置 し て い る 。 通 路 ３ ４ 、 浴 室 ３ ５ 、 お よ び 洗 面 所 ３ ６ は 、 図 １ に お け る 矩 形 状 本 体 部  
１ １ の 左 上 に 位 置 し て い る 。 通 路 ３ ４ を 通 じ て 玄 関 ホ ー ル ３ ２ か ら 浴 室 ３ ５ お よ び 洗 面 所  
３ ６ に 出 入 り す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 Ｌ Ｄ Ｋ ３ ３ は 、 図 １ に お け る 矩 形 状 本 体 部 １ １ の 中 央 部 か ら 右 部 を 占 め る 位 置 に あ る 。  
Ｌ Ｄ Ｋ ３ ３ は 、 リ ビ ン グ 部 ３ ７ 、 ダ イ ニ ン グ 部 ３ ８ 、 お よ び キ ッ チ ン 部 ３ ９ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 リ ビ ン グ 部 ３ ７ は 、 図 １ に お い て 、 矩 形 状 本 体 部 １ １ に お け る 下 側 の 中 央 部 お よ び 右 部  
を 占 め る 位 置 に あ っ て 、 矩 形 状 本 体 部 １ １ の 下 側 の 外 壁 で あ る 外 壁 ２ ２ と 、 矩 形 状 本 体 部  
１ １ の 右 側 の 外 壁 で あ る 外 壁 ２ １ と に よ っ て 区 画 さ れ て い る 。 こ の 外 壁 ２ １ 、 ２ ２ に は 、  
リ ビ ン グ 部 ３ ７ か ら テ ラ ス １ ４ に 出 入 り し 、 か つ 採 光 を 行 う た め の 掃 き 出 し 窓 ４ ３ 、 ４ ４  
が 設 け ら れ て い る 。 す な わ ち 、 明 る く 、 か つ 開 放 的 な リ ビ ン グ 部 ３ ７ が 実 現 さ れ て い る 。  
リ ビ ン グ 部 ３ ７ に は 、 テ レ ビ や ソ フ ァ ー や テ ー ブ ル な ど が 設 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ダ イ ニ ン グ 部 ３ ８ は 、 図 １ に お い て 、 矩 形 状 本 体 部 １ １ に お け る 右 上 に 位 置 し て お り 、  
リ ビ ン グ 部 ３ ７ と 連 続 す る 空 間 と な っ て い る 。 ダ イ ニ ン グ 部 ３ ８ は 、 矩 形 状 本 体 部 １ １ の  
上 側 の 外 壁 で あ る 外 壁 ２ ４ と 、 矩 形 状 本 体 部 １ １ の 右 側 の 外 壁 で あ る 外 壁 ２ １ と に よ っ て  
区 画 さ れ て い る 。 こ の 外 壁 ２ １ に は 、 ダ イ ニ ン グ 部 ３ ８ か ら ペ ッ ト テ ラ ス １ ５ に 出 入 り し  
、 か つ 採 光 を 行 う た め の 掃 き 出 し 窓 ４ ５ が 設 け ら れ て い る 。 す な わ ち 、 明 る く 、 か つ 開 放  
的 な ダ イ ニ ン グ 部 ３ ８ が 実 現 さ れ て い る 。 ダ イ ニ ン グ 部 ３ ８ に お い て 、 外 壁 ２ ４ の 内 壁 面  
に 面 し て カ ウ ン タ テ ー ブ ル ４ ６ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 ダ イ ニ ン グ 部 ３ ８ に は 、 ダ イ ニ  
ン グ テ ー ブ ル や 椅 子 な ど が 設 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 キ ッ チ ン 部 ３ ９ は 、 図 １ に お い て 、 矩 形 状 本 体 部 １ １ の 中 央 部 の 上 側 を 占 め る 位 置 に あ  
っ て 、 リ ビ ン グ 部 ３ ７ の 上 側 か つ ダ イ ニ ン グ 部 ３ ８ の 左 側 か つ 洗 面 所 ３ ６ の 右 側 に 位 置 し  
て い る 。 キ ッ チ ン 部 ３ ９ は 、 ダ イ ニ ン グ 部 ３ ８ と 連 続 す る 空 間 と な っ て い る 。 ま た 、 キ ッ  
チ ン 部 ３ ９ と 洗 面 所 ３ ６ と を 仕 切 る 間 仕 切 壁 ４ １ に は 、 出 入 口 ４ ７ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 以 下 、 Ｌ Ｄ Ｋ ３ ３ に 隣 接 す る ワ ー ク ス ペ ー ス ５ ０ に つ い て 詳 し く 説 明 が さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ワ ー ク ス ペ ー ス ５ ０ は 、 膨 出 部 １ ３ に 設 け ら れ て い る 。 す な わ ち 、 ワ ー ク ス ペ ー ス ５ ０  
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は 、 Ｌ Ｄ Ｋ ３ ３ よ り も 屋 外 側 （ 図 １ に お け る 右 方 ） に 位 置 し て お り 、 図 １ に お け る 下 側 に  
お い て テ ラ ス １ ４ に 面 し て お り 、 図 １ に お け る 上 側 に お い て ペ ッ ト テ ラ ス １ ５ に 面 し て い  
る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 １ に お け る ワ ー ク ス ペ ー ス ５ ０ の 下 側 に 位 置 す る 外 壁 ２ ８ お よ び 上 側 に 位 置 す る 外 壁  
２ ９ に は 、 窓 ５ １ 、 ５ ２ が 設 け ら れ て い る 。 窓 ５ １ 、 ５ ２ は 、 例 え ば ワ ー ク ス ペ ー ス ５ ０  
の 床 か ら 天 井 ま で 亘 る 縦 長 の 窓 で あ る 。 ま た 、 窓 ５ １ は 、 例 え ば 開 閉 で き な い 嵌 め 殺 し の  
窓 で あ っ て も よ い 。 窓 ５ １ 、 ５ ２ を 通 じ て 自 然 光 が ワ ー ク ス ペ ー ス ５ ０ に 射 し 込 む 。 ま た  
、 ワ ー ク ス ペ ー ス ５ ０ に い る 住 人 の 視 線 は 、 窓 ５ １ 、 ５ ２ を 通 じ て テ ラ ス １ ４ お よ び ペ ッ  
ト テ ラ ス １ ５ ま で 通 る 。 す な わ ち 、 明 る く か つ 開 放 的 な ワ ー ク ス ペ ー ス ５ ０ が 実 現 さ れ て  
い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ワ ー ク ス ペ ー ス ５ ０ は 、 開 口 ５ ３ を 通 じ て Ｌ Ｄ Ｋ ３ ３ と 連 続 す る 空 間 と な っ て い る 。 こ  
の 開 口 ５ ３ は 、 Ｌ Ｄ Ｋ ３ ３ の リ ビ ン グ 部 ３ ７ お よ び ダ イ ニ ン グ 部 ３ ８ に 面 し て い る 。 具 体  
的 に は 、 図 １ に お い て 、 開 口 ５ ３ の 概 ね 下 半 分 は リ ビ ン グ 部 ３ ７ に 面 し て お り 、 開 口 ５ ３  
の 概 ね 上 半 分 は ダ イ ニ ン グ 部 ３ ８ に 面 し て い る 。 す な わ ち 、 リ ビ ン グ 部 ３ ７ や ダ イ ニ ン グ  
部 ３ ８ に い る 住 人 が ワ ー ク ス ペ ー ス ５ ０ に い る 他 の 住 人 の 気 配 を 感 じ る こ と が で き 、 ワ ー  
ク ス ペ ー ス ５ ０ に い る 他 の 住 人 が リ ビ ン グ 部 ３ ７ や ダ イ ニ ン グ 部 ３ ８ に い る 住 人 の 気 配 を  
感 じ る こ と が で き る 間 取 り で ワ ー ク ス ペ ー ス ５ ０ は 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 鉛 直 方 向 を 上 下 方 向 ７ と 称 し 、 開 口 ５ ３ が 延 び る 方 向 （ 図 １ に お け る  
上 下 方 向 ） を 幅 方 向 ８ と 称 し 、 膨 出 部 １ ３ が 膨 出 す る 方 向 （ 図 １ に お け る 左 右 方 向 ） を 奥  
行 方 向 ９ と 称 す る 。 幅 方 向 ８ は 、 「 ス ラ イ ド 方 向 」 の 一 例 で あ る 。 奥 行 方 向 は 、 「 ス ラ イ  
ド 方 向 と 直 交 す る 方 向 」 の 一 例 で あ る 。 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 幅 方 向 ８ に お け る 膨 出 部  
１ ３ や 後 述 の 造 作 棚 ６ ０ 等 の 寸 法 を 幅 寸 法 と 称 し 、 奥 行 方 向 ９ に お け る 寸 法 を 奥 行 寸 法 と  
称 し 、 上 下 方 向 ７ に お け る 寸 法 を 高 さ 寸 法 と 称 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ワ ー ク ス ペ ー ス ５ ０ の 幅 寸 法 は 、 ワ ー ク ス ペ ー ス ５ ０ の 奥 行 寸 法 よ り も 大 き い 。 す な わ  
ち 、 ワ ー ク ス ペ ー ス ５ ０ は 、 幅 方 向 ８ に 沿 っ て 延 び る 長 尺 な ス ペ ー ス と し て 区 画 さ れ て い  
る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ワ ー ク ス ペ ー ス ５ ０ の 床 面 の 高 さ 位 置 と 、 Ｌ Ｄ Ｋ ３ ３ の 床 面 の 高 さ 位 置 と は 同 一 で あ る  
。 ま た 、 ワ ー ク ス ペ ー ス ５ ０ の 天 井 面 の 高 さ 位 置 と 、 Ｌ Ｄ Ｋ ３ ３ の 天 井 面 の 高 さ 位 置 と は  
同 一 で あ る 。 ワ ー ク ス ペ ー ス ５ ０ と Ｌ Ｄ Ｋ ３ ３ と は 、 床 お よ び 天 井 が 面 一 で そ れ ぞ れ 連 続  
す る こ と に よ り 、 連 続 し た 空 間 と し て 住 民 に 認 識 さ れ る 。 そ の 結 果 、 ワ ー ク ス ペ ー ス ５ ０  
と Ｌ Ｄ Ｋ ３ ３ と の 一 体 感 が 高 め ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 造 作 棚 ６ ０ お よ び 引 き 戸 ７ ０ が 、 開 口 ５ ３ に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 造 作 棚 ６ ０ は 、 住 宅 １ ０ に 固 定 さ れ た 家 具 で あ る 。 造 作 棚 ６ ０ は 、 開 口 ５ ３ に お い て 床  
、 天 井 、 お よ び 外 壁 ２ ８ の 内 壁 面 に 固 定 さ れ て い る 。 造 作 棚 ６ ０ は 、 開 口 ５ ３ の 一 部 を 住  
民 が 通 過 で き な い よ う に 塞 い で お り 、 開 口 ５ ３ に お い て 造 作 棚 ６ ０ に 塞 が れ て い な い 部 分  
が 出 入 口 ５ ４ と な る 。 し た が っ て 、 造 作 棚 ６ ０ は 、 出 入 口 ５ ４ を 区 画 し て い る 。 ま た 、 造  
作 棚 ６ ０ は 、 本 な ど を 収 容 す る 機 能 と 、 飾 り 棚 と し て 美 観 を 高 め る 機 能 と 、 Ｌ Ｄ Ｋ ３ ３ と  
ワ ー ク ス ペ ー ス ５ ０ と の 間 で 相 互 に 気 配 を 感 じ さ せ る 機 能 と を 有 す る 。 以 下 、 詳 し く 説 明  
が さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 造 作 棚 ６ ０ の 高 さ 寸 法 は 、 Ｌ Ｄ Ｋ ３ ３ 或 い は ワ ー ク ス ペ ー ス ５ ０ の 床 か ら 天 井 ま で の 距  
離 と 概 ね 同 じ で あ る 。 す な わ ち 、 床 に 固 定 さ れ た 造 作 棚 ６ ０ の 上 端 は 、 Ｌ Ｄ Ｋ ３ ３ 或 い は  
ワ ー ク ス ペ ー ス ５ ０ の 天 井 に も 固 定 さ れ て い る 。 な お 、 造 作 棚 ６ ０ は 、 床 の み に 固 定 さ れ  
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て い て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 造 作 棚 ６ ０ は 、 開 口 ５ ３ に 配 置 さ れ て 開 口 ５ ３ の 一 部 を 住 民 が 通 れ な い よ う に 塞 い で い  
る 。 開 口 ５ ３ の う ち 、 造 作 棚 ６ ０ に よ っ て 塞 が れ て な い 部 分 が ワ ー ク ス ペ ー ス ５ ０ の 出 入  
口 ５ ４ で あ る 。 す な わ ち 、 造 作 棚 ６ ０ は 、 出 入 口 ５ ４ を 区 画 す る 。 具 体 的 に は 、 造 作 棚 ６  
０ は 、 図 １ に お け る 開 口 ５ ３ の 下 側 を 塞 い で お り 、 出 入 口 ５ ４ の 下 側 を 区 画 し て い る 。 図  
１ に お け る 出 入 口 ５ ４ の 上 側 は 、 外 壁 ２ １ に よ っ て 区 画 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 造 作 棚 ６ ０ の 幅 寸 法 は 、 開 口 ５ ３ の 幅 寸 法 よ り も 狭 く 、 か つ 開 口 ５ ３ の 幅 寸 法 の 半 分 よ  
り も 大 き い 。 し た が っ て 、 出 入 口 ５ ４ の 幅 寸 法 は 、 造 作 棚 ６ ０ の 幅 寸 法 よ り も 小 さ い 。 す  
な わ ち 、 出 入 口 ５ ４ の 幅 は 、 造 作 棚 ６ ０ の 幅 よ り も 狭 い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 ２ か ら 図 ４ に 示 さ れ る よ う に 、 造 作 棚 ６ ０ は 、 枠 体 ６ １ と 、 複 数 の 棚 板 ６ ２ と 、 複 数  
の 仕 切 板 ６ ３ と 、 複 数 の 背 板 ６ ４ と を 備 え る 。 枠 体 ６ １ は 、 「 支 持 材 」 の 一 例 で あ る 。 或  
い は 、 枠 体 ６ １ お よ び 仕 切 板 ６ ３ は 、 「 支 持 材 」 の 一 例 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 枠 体 ６ １ は 、 概 ね 矩 形 枠 状 で あ り 、 底 板 ６ ６ 、 天 板 ６ ７ 、 お よ び 一 対 の 側 板 ６ ８ 、 ６ ９  
を 有 し て い る 。 な お 、 枠 体 ６ １ は 脚 を 有 し て い て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 底 板 ６ ６ お よ び 天 板 ６ ７ は 、 幅 方 向 ８ お よ び 奥 行 方 向 ９ に 沿 っ て 拡 が る 矩 形 の 木 質 板 で  
あ っ て 、 概 ね 同 形 状 で あ る 。 一 対 の 側 板 ６ ８ 、 ６ ９ は 、 上 下 方 向 ７ お よ び 奥 行 方 向 ９ に 沿  
っ て 拡 が る 矩 形 の 木 質 板 で あ っ て 、 概 ね 同 形 状 で あ る 。 底 板 ６ ６ と 一 対 の 側 板 ６ ８ 、 ６ ９  
と は 、 ネ ジ な ど の 固 定 具 に よ っ て 相 互 に 固 定 さ れ て い る 。 ま た 、 天 板 ６ ７ と 一 対 の 側 板 ６  
８ 、 ６ ９ と は 、 ネ ジ な ど の 固 定 具 に よ っ て 相 互 に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 棚 板 ６ ２ は 、 幅 方 向 ８ お よ び 奥 行 方 向 ９ に 沿 っ て 拡 が る 矩 形 の 木 質 板 で あ っ て 、 底 板 ６  
６ お よ び 天 板 ６ ７ と 概 ね 同 形 状 で あ る 。 複 数 の 棚 板 ６ ２ が 、 底 板 ６ ６ と 天 板 ６ ７ と の 間 に  
位 置 し て い る 。 複 数 の 棚 板 ６ ２ は 、 上 下 方 向 ７ に お い て 相 互 に 概 ね 等 間 隔 で 離 間 し て い る  
。 棚 板 ６ ２ は 、 ネ ジ な ど の 固 定 具 に よ っ て 一 対 の 側 板 ６ ８ 、 ６ ９ に そ れ ぞ れ 固 定 さ れ て い  
る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 枠 体 ６ １ に よ っ て 区 画 さ れ た 大 開 口 は 、 複 数 の 棚 板 ６ ２ に よ っ て 複 数 の 開 口 ８ １ ～ ８ ７  
に 仕 切 ら れ て い る 。 図 ２ に 示 す 例 で は 、 造 作 棚 ６ ０ は 、 ６ 枚 の 棚 板 ６ ２ を 有 し て お り 、 大  
開 口 は 、 ７ つ の 開 口 ８ １ 、 ８ ２ 、 ８ ３ 、 ８ ４ 、 ８ ５ 、 ８ ６ 、 ８ ７ に 分 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 仕 切 板 ６ ３ は 、 上 下 方 向 ７ お よ び 奥 行 方 向 ９ に 沿 っ て 延 び る 矩 形 の 木 質 板 で あ る 。 仕 切  
板 ６ ３ は 、 各 開 口 ８ １ 、 ８ ２ 、 ８ ３ 、 ８ ４ 、 ８ ５ 、 ８ ６ 、 ８ ７ に 少 な く と も １ つ ず つ 配 置  
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 仕 切 板 ６ ３ の 高 さ 寸 法 は 、 上 下 方 向 ７ に お い て 離 間 す る ２ つ の 棚 板 ６ ２ 間 の 離 間 距 離 と  
概 ね 同 じ で あ る 。 仕 切 板 ６ ３ は 、 上 下 方 向 ７ に お い て 離 間 す る ２ つ の 棚 板 ６ ２ 間 に 位 置 し  
て い る 。 仕 切 板 ６ ３ の 下 端 は 、 下 側 の 棚 板 ６ ２ の 上 面 に 当 接 し て お り 、 仕 切 板 ６ ３ の 上 端  
は 、 上 側 の 棚 板 ６ ２ の 下 面 に 当 接 し て い る 。 各 棚 板 ６ ２ は 、 各 開 口 ８ １ 、 ８ ２ 、 ８ ３ 、 ８  
４ 、 ８ ５ 、 ８ ６ 、 ８ ７ に そ れ ぞ れ 配 置 さ れ た 複 数 の 仕 切 板 ６ ３ に も 支 持 さ れ て い る 。 す な  
わ ち 、 仕 切 板 ６ ３ に よ っ て 、 幅 方 向 ８ に お い て 棚 板 ６ ２ が 下 向 き ま た は 上 向 き に 湾 曲 す る  
こ と が 防 止 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 仕 切 板 ６ ３ は 、 ネ ジ な ど の 固 定 具 に よ っ て 棚 板 ６ ２ に 固 定 さ れ て い る 。 な お 、 仕 切 板 ６  
３ は 、 幅 方 向 ８ に お け る 複 数 の 取 付 位 置 に 取 付 可 能 と さ れ て い て も よ い 。 そ の 場 合 、 仕 切  
板 ６ ３ は 、 住 人 が 選 択 し た 取 付 位 置 に 固 定 さ れ る 。 隣 り 合 う 仕 切 板 ６ ３ の 間 隔 は 任 意 で あ  
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る 。 し た が っ て 、 本 実 施 形 態 の よ う に 、 仕 切 板 ６ ３ の 配 置 が ラ ン ダ ム で あ り 、 各 開 口 ８ １  
、 ８ ２ 、 ８ ３ 、 ８ ４ 、 ８ ５ 、 ８ ６ 、 ８ ７ に お い て 上 下 方 向 ７ に 揃 っ て い な く て も よ い し 、  
配 置 が 適 宜 変 更 さ れ て 、 仕 切 板 ６ ３ が 上 下 方 向 ７ に 揃 っ て い る 箇 所 が あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 背 板 ６ ４ は 、 上 下 方 向 ７ お よ び 幅 方 向 ８ に 沿 っ て 拡 が る 矩 形 の 木 質 板 で あ る 。 背 板 ６ ４  
の 高 さ 寸 法 は 、 上 下 方 向 ７ に お い て 離 間 す る ２ つ の 棚 板 ６ ２ 間 の 離 間 距 離 と 概 ね 同 じ で あ  
っ て 、 仕 切 板 ６ ３ の 高 さ 寸 法 と 概 ね 同 じ で あ る 。 背 板 ６ ４ の 幅 寸 法 は 、 棚 板 ６ ２ の 幅 寸 法  
よ り 小 さ く 、 か つ 隣 り 合 う ２ つ の 仕 切 板 ６ ３ 間 の 離 間 距 離 と 概 ね 同 じ で あ る 。 仕 切 板 ６ ３  
の 配 置 が ラ ン ダ ム な の で 、 背 板 ６ ４ の 幅 寸 法 も 、 背 板 ６ ４ の 配 置 に よ っ て 異 な る 。 背 板 ６  
４ は 、 側 板 ６ ８ と 仕 切 板 ６ ３ と の 間 や 、 側 板 ６ ９ と 仕 切 板 ６ ３ と の 間 や 、 ２ つ の 仕 切 板 ６  
３ 間 に 位 置 し て お り 、 開 口 ８ １ 、 ８ ２ 、 ８ ３ 、 ８ ４ 、 ８ ５ 、 ８ ６ 、 ８ ７ の 一 部 を そ れ ぞ れ  
閉 塞 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 背 板 ６ ４ は 、 奥 行 方 向 ９ に お け る 棚 板 ６ ２ の 一 方 の 端 部 で あ っ て 、 Ｌ Ｄ Ｋ ３ ３ 側 の 端 部  
と 当 接 す る 位 置 に 配 置 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 ワ ー ク ス ペ ー ス ５ ０ か ら 造 作 棚 ６ ０ を 見 た  
場 合 、 背 板 ６ ４ は 造 作 棚 ６ ０ の 背 面 側 に 位 置 し て い る 。 背 板 ６ ４ と 、 背 板 ６ ４ の 両 隣 に 位  
置 す る 一 対 の 仕 切 板 ６ ３ と 、 背 板 ６ ４ の 上 下 に 位 置 す る 一 対 の 棚 板 ６ ２ に よ り 、 ワ ー ク ス  
ペ ー ス ５ ０ 側 に 開 口 す る 箱 部 ９ １ が 形 成 さ れ て い る 。 箱 部 ９ １ は 、 ワ ー ク ス ペ ー ス ５ ０ 側  
か ら 本 な ど を 載 置 さ れ る 本 棚 と し て 利 用 さ れ る 。 箱 部 ９ １ は 、 ワ ー ク ス ペ ー ス ５ ０ に お け  
る 収 容 機 能 を 高 め て い る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 箱 部 ９ １ に 収 容 さ れ た 本 は 、 背 板 ６ ４ 、 背 板 ６ ４ の 両 隣 に 位 置 す る 一 対 の 仕 切 板 ６ ３ （  
或 い は 側 板 ６ ８ 、 ６ ９ ） 、 お よ び 背 板 ６ ４ の 上 下 に 位 置 す る 一 対 の 棚 板 ６ ２ に よ り 、 Ｌ Ｄ  
Ｋ ３ ３ 側 か ら 隠 さ れ て お り 、 Ｌ Ｄ Ｋ ３ ３ に い る 住 人 か ら 当 該 本 は 見 え な い 。 す な わ ち 、 箱  
部 ９ １ に 収 容 さ れ た 本 な ど に よ っ て Ｌ Ｄ Ｋ ３ ３ 側 の 美 観 が 損 な わ れ る こ と が な い 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 背 板 ６ ４ の 一 対 の 主 面 の う ち 、 Ｌ Ｄ Ｋ ３ ３ 側 の 面 で あ る 背 面 は 、 美 観 を 損 な わ な い デ ザ  
イ ン と さ れ る 。 す な わ ち 、 背 板 ６ ４ は 、 ワ ー ク ス ペ ー ス ５ ０ 側 に お い て 本 箱 と し て の 箱 部  
９ １ の 背 板 と し て 機 能 し 、 Ｌ Ｄ Ｋ ３ ３ 側 に お い て 化 粧 板 と し て 機 能 す る 。 な お 、 背 板 ６ ４  
の 他 方 の 主 面 で あ っ て 、 ワ ー ク ス ペ ー ス ５ ０ 側 の 面 で あ る 主 面 も 、 美 観 を 損 な わ な い デ ザ  
イ ン と さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 背 板 ６ ４ は 、 一 番 上 に 位 置 す る 棚 板 ６ ２ と 天 板 ６ ７ と の 間 、 お よ び 一 番 下 に 位 置 す る 棚  
板 ６ ２ と 底 板 ６ ６ と の 間 に は 配 置 さ れ て お ら ず 、 一 番 上 に 位 置 す る 棚 板 ６ ２ と 一 番 下 に 位  
置 す る 棚 板 ６ ２ と の 間 に 配 置 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 住 人 の 視 線 の 高 さ 位 置 と な る 可 能 性  
の 低 く 、 住 人 の 視 線 の 一 部 を 遮 る 必 要 の な い 一 番 上 の 開 口 ８ １ と 一 番 下 の 開 口 ８ ７ と に は  
、 背 板 ６ ４ は 配 置 さ れ て い な い 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 複 数 の 背 板 ６ ４ は 、 幅 方 向 ８ に お い て 少 な く と も 一 部 が 相 互 に 異 な る 配 置 で 設 け ら れ て  
い る 。 す な わ ち 、 少 な く と も ２ 枚 の 背 板 ６ ４ が 、 上 下 方 向 ７ に お い て 並 ば な い よ う に ラ ン  
ダ ム に 配 置 さ れ て い る 。 こ の よ う に 配 置 さ れ た 複 数 の 背 板 ６ ４ は 、 背 板 ６ ４ が 上 下 方 向 ７  
に 並 ぶ 場 合 に 比 べ 、 Ｌ Ｄ Ｋ ３ ３ 側 か ら 見 た 場 合 の 美 観 を 高 め る こ と が で き る 。 ま た 、 背 板  
６ ４ が 上 下 に 並 ん で い る と 、 例 え ば Ｌ Ｄ Ｋ ３ ３ に い る 住 人 が 上 下 に 並 ぶ 背 板 ６ ４ に よ っ て  
隠 れ て し ま い 、 ワ ー ク ス ペ ー ス ５ ０ に い る 住 人 が Ｌ Ｄ Ｋ ３ ３ に い る 住 人 の 気 配 を 感 じ る こ  
と が で き な い 場 合 が 生 じ て し ま う 。 背 板 ６ ４ が 上 下 に 並 ば な い よ う に 設 け ら れ る こ と に よ  
り 、 Ｌ Ｄ Ｋ ３ ３ に い る 住 人 の 少 な く と も 一 部 が 開 口 ８ １ 、 ８ ２ 、 ８ ３ 、 ８ ４ 、 ８ ５ 、 ８ ６  
、 ８ ７ を 通 じ て ワ ー ク ス ペ ー ス ５ ０ に い る 住 人 か ら 見 る こ と が き る 。 そ の 結 果 、 ワ ー ク ス  
ペ ー ス ５ ０ に い る 住 人 は 、 Ｌ Ｄ Ｋ ３ ３ に い る 住 人 の 気 配 を 感 じ る こ と が で き る 。 ま た 、 ２  
枚 の 背 板 ６ ４ が 上 下 方 向 ７ に お い て 並 が な か ら 、 ワ ー ク ス ペ ー ス ５ ０ に い る 住 人 か ら 、 Ｌ  
Ｄ Ｋ ３ ３ に い る 住 人 の 全 部 が 見 え る こ と が な く 、 ワ ー ク ス ペ ー ス ５ ０ に い る 住 人 が Ｌ Ｄ Ｋ  
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３ ３ に い る 住 人 の 気 配 を 感 じ 過 ぎ る こ と が 抑 制 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 背 板 ６ ４ は 、 ネ ジ な ど の 固 定 具 に よ っ て 棚 板 ６ ２ と 仕 切 板 ６ ３ と の 少 な く と も 一 方 に 固  
定 さ れ て い る 。 た だ し 、 背 板 ６ ４ は 、 造 作 棚 ６ ０ に 着 脱 自 在 と さ れ て い て も よ い 。 住 人 は  
、 嗜 好 や 気 分 や 状 況 な ど に 応 じ て 造 作 棚 ６ ０ の 所 定 位 置 に 背 板 ６ ４ を 取 り 付 け る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 棚 板 ６ ２ の う ち 、 背 板 ６ ４ が 配 置 さ れ て い な い 部 分 で あ っ て 、 Ｌ Ｄ Ｋ ３ ３ 側 お よ び ワ ー  
ク ス ペ ー ス ５ ０ 側 か ら 視 認 可 能 な 部 分 に は 、 美 観 を 高 め 得 る 小 物 や 本 が 飾 ら れ る 。 当 該 本  
は 、 例 え ば Ｌ Ｄ Ｋ ３ ３ 側 に 背 表 紙 を 向 け て 載 置 さ れ る 。 す な わ ち 、 当 該 部 分 は 、 飾 り 棚 と  
し て 機 能 す る 。 す な わ ち 、 棚 板 ６ ２ の う ち 、 背 板 ６ ４ が 配 置 さ れ た 部 分 （ 箱 部 ９ １ ） は 、  
ワ ー ク ス ペ ー ス ５ ０ に お い て 本 棚 と し て の 機 能 を 有 し 、 背 板 ６ ４ が 配 置 さ れ て い な い 部 分  
は 、 ワ ー ク ス ペ ー ス ５ ０ お よ び Ｌ Ｄ Ｋ ３ ３ に 通 ず る 窓 と し て 相 互 に 住 人 の 気 配 を 感 じ さ せ  
る 機 能 と 、 美 観 を 高 め る 飾 り 棚 と し て の 機 能 と を 有 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 引 き 戸 ７ ０ は 、 造 作 棚 ６ ０ に お け る ワ ー ク ス ペ ー ス ５ ０ 側 に 、 造 作 棚 ６ ０ に 近 接 し て 位  
置 し て い る 。 ワ ー ク ス ペ ー ス ５ ０ の 床 お よ び 天 井 に は 、 引 き 戸 ７ ０ を ス ラ イ ド 可 能 に 支 持  
す る レ ー ル ４ ８ が そ れ ぞ れ 設 け ら れ て い る 。 レ ー ル ４ ８ は 、 幅 方 向 ８ に 沿 っ て 延 び て い る  
。 他 方 、 引 き 戸 ７ ０ の 高 さ 寸 法 は 、 ワ ー ク ス ペ ー ス ５ ０ の 床 か ら 天 井 ま で の 高 さ と 概 ね 同  
じ で あ る 。 引 き 戸 ７ ０ は 、 幅 方 向 ８ に 沿 っ て ス ラ イ ド 可 能 に 、 上 下 両 端 部 に お い て レ ー ル  
４ ８ に 支 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 引 き 戸 ７ ０ の 幅 寸 法 は 、 出 入 口 ５ ４ の 幅 寸 法 と 概 ね 同 じ で あ る 。 上 述 の よ う に 、 出 入 口  
５ ４ の 幅 寸 法 は 、 造 作 棚 ６ ０ の 幅 寸 法 よ り も 小 さ い 。 し た が っ て 、 引 き 戸 ７ ０ の 幅 寸 法 は  
、 造 作 棚 ６ ０ の 幅 寸 法 よ り も 小 さ い 。 す な わ ち 、 引 き 戸 ７ ０ の 幅 は 、 造 作 棚 ６ ０ の 幅 よ り  
も 狭 い 。 図 １ に 示 す 例 で は 、 引 き 戸 ７ ０ の 幅 寸 法 は 、 造 作 棚 ６ ０ の 幅 寸 法 の 概 ね 半 分 で あ  
る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 引 き 戸 ７ ０ は 、 出 入 口 ５ ４ を 閉 塞 す る 第 １ 位 置 （ 図 ３ 参 照 ） と 、 出 入 口 ５ ４ を 開 放 す る  
第 ２ 位 置 （ 図 ４ 参 照 ） と 、 第 １ 位 置 お よ び 第 ２ 位 置 の 間 の 第 ３ 位 置 と の 間 で ス ラ イ ド す る  
。 な お 、 図 ３ に お い て は 、 各 開 口 ８ １ 、 ８ ２ 、 ８ ３ 、 ８ ４ 、 ８ ５ 、 ８ ６ 、 ８ ７ を 通 じ て 見  
え る ワ ー ク ス ペ ー ス ５ ０ の 内 装 や 家 具 な ど が 省 略 さ れ て い る 。 ま た 、 図 ４ に お い て は 、 各  
開 口 ８ １ 、 ８ ２ 、 ８ ３ 、 ８ ４ 、 ８ ５ 、 ８ ６ 、 ８ ７ を 通 じ て 見 え る Ｌ Ｄ Ｋ ３ ３ の 内 装 や 家 具  
な ど が 省 略 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 例 え ば 、 第 ２ 位 置 は 、 図 ４ が 示 す よ う に 、 ワ ー ク ス ペ ー ス ５ ０ 側 か ら 見 て 引 き 戸 ７ ０ が  
左 端 ま で ス ラ イ ド さ れ て 、 造 作 棚 ６ ０ の 左 部 と 奥 行 方 向 ９ に お い て 重 な る 位 置 で あ る 。 第  
３ 位 置 は 、 ワ ー ク ス ペ ー ス ５ ０ 側 か ら 見 て 引 き 戸 ７ ０ が 造 作 棚 ６ ０ の 右 部 と 奥 行 方 向 ９ に  
お い て 重 な る 位 置 で あ る 。 ワ ー ク ス ペ ー ス ５ ０ に お い て 作 業 を 行 う 住 人 は 、 作 業 の 内 容 や  
、 気 分 や 、 Ｌ Ｄ Ｋ ３ ３ に い る 住 人 の 人 数 や 、 来 客 の 有 無 な ど に 応 じ て 、 引 き 戸 ７ ０ を 第 １  
位 置 や 第 ２ 位 置 や 第 ３ 位 置 に ス ラ イ ド さ せ る 。 例 え ば 、 ワ ー ク ス ペ ー ス ５ ０ に お い て 作 業  
を 行 う 住 人 は 、 ダ イ ニ ン グ 部 ３ ８ か ら の 視 線 を 遮 り た い 場 合 、 引 き 戸 ７ ０ を 第 ３ 位 置 に す  
る 。 ま た 、 ワ ー ク ス ペ ー ス ５ ０ に お い て 作 業 を 行 う 住 人 は 、 リ ビ ン グ 部 ３ ７ 側 か ら の 視 線  
を 遮 り た い 場 合 、 引 き 戸 ７ ０ を 第 ２ 位 置 に す る 。 ま た 、 ワ ー ク ス ペ ー ス ５ ０ に お い て 作 業  
を 行 う 住 人 は 、 Ｌ Ｄ Ｋ ３ ３ 側 か ら の 入 室 を 制 限 し た 場 合 、 引 き 戸 ７ ０ を 第 １ 位 置 に す る 。  
な お 、 第 ３ 位 置 は 、 ワ ー ク ス ペ ー ス ５ ０ 側 か ら 見 た 造 作 棚 ６ ０ の 右 部 を 覆 う 位 置 で な く て  
も よ く 、 第 １ 位 置 と 第 ２ 位 置 と の 間 の 位 置 で あ れ ば よ い 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 図 ６ が 示 す よ う に 、 引 き 戸 ７ ０ は 、 引 き 戸 本 体 ７ １ と 、 引 き 戸 本 体 ７ １ に 取 り 付 け ら れ  
た 鏡 体 ７ ２ 、 ７ ３ と を 備 え る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
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　 引 き 戸 本 体 ７ １ は 、 上 下 方 向 ７ お よ び 幅 方 向 ８ に 拡 が る 矩 形 板 状 で あ る 。 引 き 戸 本 体 ７  
１ は 、 例 え ば 矩 形 板 状 の 板 材 の 両 主 面 に 化 粧 板 を そ れ ぞ れ 貼 り 付 け る こ と に よ っ て 製 造 さ  
れ る 。 板 材 の 一 部 に お い て 化 粧 板 が 貼 り 付 け ら れ な い こ と に よ り 、 鏡 体 ７ ２ が 嵌 め 込 ま れ  
る 嵌 込 凹 部 ７ ５ が 、 引 き 戸 本 体 ７ １ に お け る Ｌ Ｄ Ｋ ３ ３ 側 の 主 面 で あ る 第 １ 主 面 ７ ７ に 形  
成 さ れ 、 鏡 体 ７ ３ が 嵌 め 込 ま れ る 嵌 込 凹 部 ７ ６ が 引 き 戸 本 体 ７ １ に お け る ワ ー ク ス ペ ー ス  
５ ０ 側 の 主 面 で あ る 第 ２ 主 面 ７ ８ に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 鏡 体 ７ ２ 、 ７ ３ は 、 矩 形 板 状 で あ る 。 鏡 体 ７ ２ は 、 引 き 戸 本 体 ７ １ の 嵌 込 凹 部 ７ ５ に 嵌  
め 込 ま れ 、 接 着 剤 や 取 付 金 具 な ど に よ っ て 引 き 戸 本 体 ７ １ に 固 定 さ れ て い る 。 鏡 体 ７ ３ は  
、 引 き 戸 本 体 ７ １ の 嵌 込 凹 部 ７ ６ に 嵌 め 込 ま れ 、 接 着 剤 や 取 付 金 具 な ど に よ っ て 引 き 戸 本  
体 ７ １ に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 鏡 体 ７ ２ 、 ７ ３ の 高 さ 寸 法 は 、 引 き 戸 本 体 ７ １ の 高 さ 寸 法 よ り も 小 さ い 。 鏡 体 ７ ２ の 幅  
寸 法 は 、 引 き 戸 本 体 ７ １ の 幅 寸 法 よ り も 若 干 小 さ い 。 鏡 体 ７ ３ の 幅 寸 法 は 、 引 き 戸 本 体 ７  
１ の 幅 寸 法 よ り も 若 干 小 さ い 。 鏡 体 ７ ２ 、 ７ ３ は 、 奥 行 方 向 ９ に お い て 、 引 き 戸 本 体 ７ １  
を 挟 ん で 相 互 に 向 か い 合 っ て い る 。 筐 体 ７ ２ ， ７ ３ の 幅 方 向 ８ の 両 端 は 、 引 き 戸 本 体 ７ １  
の 幅 方 向 ８ の 端 １ ０ ２ の そ れ ぞ れ よ り も 内 側 に 位 置 す る 。 筐 体 ７ ２ ， ７ ３ の 両 端 に は 、 化  
粧 板 ７ ４ が そ れ ぞ れ 貼 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 化 粧 板 ７ ４ と 、 引 き 戸 本 体 ７ １ の 端 １ ０ ２ と の 間 は そ れ ぞ れ 空 間 ７ ９ で あ る 。 引 き 戸 ７  
０ の 幅 方 向 ８ の 端 が 壁 面 に 当 接 し て も 、 空 間 ７ ９ に よ り 化 粧 板 ７ ４ は 壁 面 と 当 接 し な い 。  
空 間 ７ ９ は 、 引 き 戸 ７ ０ を ス ラ イ ド さ せ る と き に 、 住 民 が 手 を 差 し 入 れ る 空 間 と な る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 ワ ー ク ス ペ ー ス ５ ０ の 床 か ら の 鏡 体 ７ ２ 、 ７ ３ の 高 さ 位 置 は 、 化 粧 板 ７ ４ が 概 ね 住 人 の  
腰 の 高 さ と な る よ う な 高 さ 位 置 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 ま た 、 鏡 体 ７ ２ 、 ７ ３ の 高 さ 寸 法 は 、 上 下 方 向 ７ に お け る 棚 板 ６ ２ 間 の 離 間 距 離 と 同 じ  
と さ れ て い る 。 そ し て 、 ワ ー ク ス ペ ー ス ５ ０ の 床 か ら の 鏡 体 ７ ２ 、 ７ ３ の 高 さ 位 置 は 、 鏡  
体 ７ ２ が ２ つ 棚 板 ６ ２ の 間 に 位 置 す る 高 さ 位 置 と さ れ て い る 。 図 ３ に 示 す 例 で は 、 鏡 体 ７  
２ 、 ７ ３ の 高 さ 位 置 は 、 下 か ら ２ つ 目 の 棚 板 ６ ２ と 下 か ら ３ つ 目 の 棚 板 ６ ２ と の 間 と な る  
開 口 ８ ５ の 高 さ 位 置 と さ れ て い る 。 こ の よ う な 高 さ 位 置 に 配 置 さ れ た 鏡 体 ７ ２ は 、 第 ２ 位  
置 や 第 ３ 位 置 に あ っ て 奥 行 方 向 ９ に お い て 造 作 棚 ６ ０ と 重 な っ て い る 場 合 に 、 図 ４ に 示 さ  
れ る よ う に ワ ー ク ス ペ ー ス ５ ０ 側 か ら 見 る と 開 口 ８ ５ と 鏡 体 ７ ３ と が 左 右 に 並 ぶ の で 美 観  
が よ い 。 他 方 、 Ｌ Ｄ Ｋ ３ ３ 側 か ら 見 る と 、 鏡 体 ７ ２ が 開 口 ８ ５ の 背 板 の よ う に 機 能 し て 、  
鏡 体 ７ ２ に 映 っ た Ｌ Ｄ Ｋ ３ ３ 側 の 景 観 が 映 る の で 美 観 が よ い 。 図 ３ に 示 さ れ る よ う に 、 引  
き 戸 ７ ０ が 第 １ 位 置 に あ る と き 、 鏡 体 ７ ３ と 開 口 ８ ５ と が 左 右 に 並 ぶ の で 美 観 が よ い 。 各  
図 に は 現 れ て い な い が 、 ワ ー ク ス ペ ー ス ５ ０ 側 か ら 見 て も 鏡 体 ７ ３ と 開 口 ８ ５ と が 左 右 に  
並 ぶ の で 美 観 が よ い 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 住 宅 １ ０ は 、 ワ ー ク ス ペ ー ス ５ ０ に 設 け ら れ た 机 天 板 １ １ ０ お よ び 本 棚 １ １ １ を さ ら に  
備 え る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 机 天 板 １ １ ０ は 、 幅 方 向 ８ お よ び 奥 行 方 向 ９ に 沿 っ て 拡 が る 矩 形 板 状 で あ る 。 机 天 板 １  
１ ０ は 、 出 入 口 ５ ４ か ら ワ ー ク ス ペ ー ス ５ ０ を 見 た 場 合 に 奥 の 壁 と な る 外 壁 ３ ０ に 当 接 し  
、 か つ 出 入 口 ５ ４ か ら 見 て 左 右 の 壁 で あ る 外 壁 ２ ８ と 外 壁 ２ ９ と に 亘 っ て 設 け ら れ て い る  
。 机 天 板 １ １ ０ は 、 天 面 が 床 か ら 概 ね ７ ０ ｃ ｍ と な る 高 さ 位 置 に 配 置 さ れ 、 外 壁 ２ ８ 、 ２  
９ 、 ３ ０ に 固 定 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 机 天 板 １ １ ０ の 一 部 は 、 奥 行 方 向 ９ に お い て 造 作  
棚 ６ ０ と 重 な っ て い る 。 す な わ ち 、 開 口 ８ １ 、 ８ ２ 、 ８ ３ 、 ８ ４ 、 ８ ５ 、 ８ ６ 、 ８ ７ を 通  
じ て Ｌ Ｄ Ｋ ３ ３ 側 か ら ワ ー ク ス ペ ー ス ５ ０ を 見 た 場 合 、 机 天 板 １ １ ０ と 棚 板 ６ ２ と が 概 ね  
重 な っ て 見 え る 。 し た が っ て 、 開 口 ８ １ 、 ８ ２ 、 ８ ３ 、 ８ ４ 、 ８ ５ 、 ８ ６ 、 ８ ７ を 通 じ て  
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Ｌ Ｄ Ｋ ３ ３ 側 か ら ワ ー ク ス ペ ー ス ５ ０ を 見 た 場 合 に 、 机 天 板 １ １ ０ と 棚 板 ６ ２ と が 調 和 し  
、 住 人 が 違 和 感 を 持 つ こ と が な い 。 す な わ ち 、 奥 行 方 向 ９ に お い て 机 天 板 １ １ ０ を 造 作 棚  
６ ０ と 重 ね る こ と に よ り 、 Ｌ Ｄ Ｋ ３ ３ 側 に お け る 美 観 の 低 下 を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 本 棚 １ １ １ は 、 机 天 板 １ １ ０ の 上 に 位 置 し て い る 。 本 棚 １ １ １ は 、 底 板 １ １ ２ 、 中 板 １  
１ ３ 、 お よ び 天 板 １ １ ４ を 備 え る 。 図 ５ に 示 す 例 で は 、 本 棚 １ １ １ は 、 １ 枚 の 中 板 １ １ ３  
を 備 え る が 、 本 棚 １ １ １ は 、 複 数 枚 の 中 板 １ １ ３ を 備 え て い て も よ い 。 ま た 、 本 棚 １ １ １  
は 、 底 板 １ １ ２ 、 中 板 １ １ ３ 、 お よ び 天 板 １ １ ４ を 連 結 す る 背 板 を 備 え て い て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 底 板 １ １ ２ 、 中 板 １ １ ３ 、 お よ び 天 板 １ １ ４ は 、 幅 方 向 ８ お よ び 奥 行 方 向 ９ に 沿 っ て 拡  
が る 矩 形 板 状 で あ る 。 底 板 １ １ ２ 、 中 板 １ １ ３ 、 お よ び 天 板 １ １ ４ の 幅 寸 法 は 、 机 天 板 １  
１ ０ の 幅 寸 法 と 同 じ で あ る 。 す な わ ち 、 底 板 １ １ ２ 、 中 板 １ １ ３ 、 お よ び 天 板 １ １ ４ は 、  
出 入 口 ５ ４ か ら 見 て 左 右 の 壁 で あ る 外 壁 ２ ８ と 外 壁 ２ ９ と に 亘 っ て 設 け ら れ て い る 。 ま た  
、 底 板 １ １ ２ 、 中 板 １ １ ３ 、 お よ び 天 板 １ １ ４ は 、 出 入 口 ５ ４ か ら 見 て 奥 の 壁 で あ る 外 壁  
３ ０ に 当 接 し て 配 置 さ れ て い る 。 そ し て 、 底 板 １ １ ２ 、 中 板 １ １ ３ 、 お よ び 天 板 １ １ ４ は  
、 外 壁 ２ ８ 、 ２ ９ 、 ３ ０ に 固 定 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 本 棚 １ １ １ の 一 部 は 、 奥 行 方 向  
９ に お い て 造 作 棚 ６ ０ と 重 な っ て い る 。 す な わ ち 、 開 口 ８ １ 、 ８ ２ 、 ８ ３ 、 ８ ４ 、 ８ ５ 、  
８ ６ 、 ８ ７ を 通 じ て Ｌ Ｄ Ｋ ３ ３ 側 か ら ワ ー ク ス ペ ー ス ５ ０ を 見 た 場 合 、 本 棚 １ １ １ と 棚 板  
６ ２ と が 概 ね 重 な っ て 見 え る 。 し た が っ て 、 開 口 ８ １ 、 ８ ２ 、 ８ ３ 、 ８ ４ 、 ８ ５ 、 ８ ６ 、  
８ ７ を 通 じ て Ｌ Ｄ Ｋ ３ ３ 側 か ら ワ ー ク ス ペ ー ス ５ ０ を 見 た 場 合 に 、 本 棚 １ １ １ と 棚 板 ６ ２  
と が 調 和 し 、 住 人 が 違 和 感 を 持 つ こ と が な い 。 す な わ ち 、 奥 行 方 向 ９ に お い て 本 棚 １ １ １  
を 造 作 棚 ６ ０ と 重 ね る こ と に よ り 、 Ｌ Ｄ Ｋ ３ ３ 側 に お け る 美 観 の 低 下 を 抑 制 す る こ と が で  
き る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 机 天 板 １ １ ０ に お け る 住 人 の 作 業 を 阻 害 し な い よ う に 、 す な わ ち 本 棚 １ １ １ が 、 椅 子 １  
１ ５ に 座 っ て 作 業 を 行 う 住 人 の 頭 に 当 た ら な い よ う に 、 底 板 １ １ ２ 、 中 板 １ １ ３ 、 お よ び  
天 板 １ １ ４ の 奥 行 寸 法 は 、 机 天 板 １ １ ０ の 奥 行 寸 法 よ り も 小 さ く さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
［ 実 施 形 態 の 作 用 効 果 ］
　 本 実 施 形 態 で は 、 造 作 棚 ６ ０ は 、 開 口 ８ １ 、 ８ ２ 、 ８ ３ 、 ８ ４ 、 ８ ５ 、 ８ ６ 、 ８ ７ の 一  
部 が 背 板 ６ ４ に よ っ て 閉 塞 さ れ る こ と に よ り 、 ワ ー ク ス ペ ー ス ５ ０ に お い て 、 本 棚 と し て  
使 用 す る こ と が で き 、 か つ Ｌ Ｄ Ｋ ３ ３ 側 に お い て 、 載 置 さ れ た 本 に よ る 美 観 の 低 下 を 抑 制  
す る こ と が で き る 。 ま た 、 背 板 ６ ４ に よ っ て 閉 塞 さ れ て い な い 部 分 は 、 ワ ー ク ス ペ ー ス ５  
０ と Ｌ Ｄ Ｋ ３ ３ と の 間 で 視 線 を 通 し 、 ワ ー ク ス ペ ー ス ５ ０ と Ｌ Ｄ Ｋ ３ ３ と の 一 体 感 を 高 め  
る 。 ま た 、 造 作 棚 ６ ０ の 棚 板 ６ ２ の う ち 、 背 板 ６ ４ が 配 置 さ れ て い な い 部 分 は 、 飾 り 棚 と  
し て 機 能 す る 。 そ の 結 果 、 ワ ー ク ス ペ ー ス ５ ０ と Ｌ Ｄ Ｋ ３ ３ と の 一 体 感 お よ び ワ ー ク ス ペ  
ー ス ５ ０ の 機 能 性 を 高 め る こ と が で き 、 か つ Ｌ Ｄ Ｋ ３ ３ 側 の 美 観 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 第 ２ 位 置 や 第 ３ 位 置 に あ る 引 き 戸 ７ ０ は 、 奥 行 方 向 ９ に お い て 造 作 棚  
６ ０ と 重 な り 、 開 口 ８ １ 、 ８ ２ 、 ８ ３ 、 ８ ４ 、 ８ ５ 、 ８ ６ 、 ８ ７ の 一 部 を 覆 う 。 し た が っ  
て 、 住 人 は 、 引 き 戸 ７ ０ の 位 置 を 調 整 す る こ と に よ り 、 視 線 を 遮 り た い 位 置 を 自 由 に 変 え  
る こ と が で き る 。 例 え ば 、 ワ ー ク ス ペ ー ス ５ ０ で 作 業 を 行 う 住 人 は 、 リ ビ ン グ 部 ３ ７ か ら  
の 視 線 を 遮 り た い 場 合 と 、 ダ イ ニ ン グ 部 ３ ８ か ら の 視 線 を 遮 り た い 場 合 と で 、 引 き 戸 ７ ０  
の 位 置 を 変 え る 。 ま た 、 ワ ー ク ス ペ ー ス ５ ０ に お い て パ ソ コ ン の カ メ ラ を 使 用 し て ｗ ｅ ｂ  
会 議 な ど を 行 っ て い る 場 合 に 、 パ ソ コ ン の カ メ ラ を 通 じ て リ ビ ン グ 部 ３ ７ や ダ イ ニ ン グ 部  
３ ８ の 様 子 が 撮 影 さ れ る こ と が 引 き 戸 ７ ０ に よ り 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 引 き 戸 ７ ０ に 鏡 体 ７ ２ が 設 け ら れ る こ と に よ り 、 引 き 戸 ７ ０ が 第 ２ 位  
置 や 第 ３ 位 置 に あ っ た と し て も 、 Ｌ Ｄ Ｋ ３ ３ 側 の 美 観 が 損 な わ れ る こ と が 抑 制 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
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　 本 実 施 形 態 で は 、 Ｌ Ｄ Ｋ ３ ３ 側 か ら 開 口 ８ １ 、 ８ ２ 、 ８ ３ 、 ８ ４ 、 ８ ５ 、 ８ ６ 、 ８ ７ を  
通 じ て ワ ー ク ス ペ ー ス ５ ０ を 見 た 場 合 、 造 作 棚 ６ ０ の 棚 板 ６ ２ と 本 棚 １ １ １ お よ び 机 天 板  
１ １ ０ と が 重 な っ て 見 え る 。 互 い に 重 な る 造 作 棚 ６ ０ の 棚 板 ６ ２ 、 本 棚 １ １ １ 、 お よ び 机  
天 板 １ １ ０ は 、 調 和 す る 。 そ の 結 果 、 Ｌ Ｄ Ｋ ３ ３ 側 か ら 見 た 場 合 の 美 観 が 高 め ら れ る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 ワ ー ク ス ペ ー ス ５ ０ は 、 幅 寸 法 が 奥 行 寸 法 よ り も 大 き い 。 す な わ ち 、  
ワ ー ク ス ペ ー ス ５ ０ は 、 Ｌ Ｄ Ｋ ３ ３ 側 か ら 見 て 横 に 広 く 繋 が っ た ス ペ ー ス で あ り 、 か つ 奥  
行 が 小 さ い ス ペ ー ス で あ る 。 そ の た め 、 ワ ー ク ス ペ ー ス ５ ０ と Ｌ Ｄ Ｋ ３ ３ と の 一 体 感 が さ  
ら に 高 ま っ て い る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 テ ラ ス １ ４ お よ び ペ ッ ト テ ラ ス １ ５ に 面 す る 窓 ５ １ 、 ５ ２ が ワ ー ク ス  
ペ ー ス ５ ０ に 設 け ら れ て お り 、 窓 ５ １ 、 ５ ２ を 通 じ て 自 然 光 が ワ ー ク ス ペ ー ス ５ ０ に 射 し  
込 む 。 ま た 、 ワ ー ク ス ペ ー ス ５ ０ か ら 、 窓 ５ １ 、 ５ ２ を 通 じ て テ ラ ス １ ４ お よ び ペ ッ ト テ  
ラ ス １ ５ を 視 認 す る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 明 る く か つ 開 放 的 な ワ ー ク ス ペ ー ス ５ ０ が  
実 現 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
［ 変 形 例 ］
　 上 述 の 実 施 形 態 で は 、 鏡 体 ７ ２ の 高 さ 寸 法 は 、 上 下 に 隣 り 合 う ２ つ の 棚 板 ６ ２ 間 の 離 間  
距 離 と 同 じ で あ る 例 が 説 明 さ れ た 。 し か し な が ら 、 鏡 体 ７ ２ の 高 さ 寸 法 は 、 当 該 離 間 寸 法  
の ２ 倍 や ３ 倍 と さ れ て い て も よ い 。 或 い は 、 鏡 体 ７ ２ の 高 さ 寸 法 は 、 引 き 戸 ７ ０ の 下 端 か  
ら 上 端 に 亘 た る 長 さ で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 上 述 の 実 施 形 態 で は 、 引 き 戸 ７ ０ が 、 Ｌ Ｄ Ｋ ３ ３ 側 を 向 く 鏡 体 ７ ２ お よ び ワ ー ク ス ペ ー  
ス ５ ０ 側 を 向 く 鏡 体 ７ ３ の ２ つ の 鏡 体 を 備 え る 例 が 説 明 さ れ た 。 し か し な が ら 、 引 き 戸 ７  
０ は 、 Ｌ Ｄ Ｋ ３ ３ 側 を 向 く 鏡 体 ７ ２ の み を 備 え て い て も よ い 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ８ ６ 】
７ ・ ・ ・ 上 下 方 向
８ ・ ・ ・ 幅 方 向 （ ス ラ イ ド 方 向 ）
９ ・ ・ ・ 奥 行 方 向
１ ０ ・ ・ ・ 住 宅
１ ４ ・ ・ ・ テ ラ ス
１ ５ ・ ・ ・ ペ ッ ト テ ラ ス
２ １ 、 ２ ２ 、 ２ ３ 、 ２ ４ 、 ２ ５ 、 ２ ６ 、 ２ ７ 、 ２ ８ 、 ２ ９ 、 ３ ０ ・ ・ ・ 外 壁
３ ３ ・ ・ ・ Ｌ Ｄ Ｋ
３ ７ ・ ・ ・ リ ビ ン グ 部
３ ８ ・ ・ ・ ダ イ ニ ン グ 部
３ ９ ・ ・ ・ キ ッ チ ン 部
５ ０ ・ ・ ・ ワ ー ク ス ペ ー ス
５ １ 、 ５ ２ ・ ・ ・ 窓
５ ３ ・ ・ ・ 開 口
５ ４ ・ ・ ・ 出 入 口
６ ０ ・ ・ ・ 造 作 棚
６ １ ・ ・ ・ 枠 体 （ 支 持 材 ）
６ ２ ・ ・ ・ 棚 板
６ ３ ・ ・ ・ 仕 切 板
６ ４ ・ ・ ・ 背 板
７ ０ ・ ・ ・ 引 き 戸
７ ２ 、 ７ ３ ・ ・ ・ 鏡 体
７ ４ ・ ・ ・ 取 っ 手 部 材
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８ １ 、 ８ ２ 、 ８ ３ 、 ８ ４ 、 ８ ５ 、 ８ ６ 、 ８ ７ ・ ・ ・ 開 口
９ １ ・ ・ ・ 箱 部
１ １ ０ ・ ・ ・ 机 天 板
１ １ １ ・ ・ ・ 本 棚
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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米国特許出願公開第２０１６／０３２６７６０（ＵＳ，Ａ１）
実開昭６３－１６９６０６（ＪＰ，Ｕ）
特開平０８－３３８０８９（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野　(Int.Cl.，ＤＢ名)
Ｅ０４Ｈ      １／００  －  １／１４
Ｅ０４Ｂ      ２／７４
Ｅ０４Ｂ      １／３４８
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